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◆◆◆保健所別発生状況（インフルエンザ・小児科・眼科・基幹定点）◆◆◆

県内の患者数

インフルエンザ

感 染 性 胃 腸 炎

Ａ群溶血性ﾚﾝｻ球菌咽頭炎

報告が多い
　感染症

KKT 熊本県民テレビ　医療サイト事務局

  大きな流行が発生又は継続しつつある地域
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咽頭結膜熱
A郡溶血性ﾚﾝｻ球菌咽頭炎　  
感染性胃腸炎　
インフルエンザ
　：熊本市、山鹿、菊池、阿蘇、八代、
　　人吉、有明、宇城、天草

    　 熊本県感染症情報（2 月3 日 ～2 月 9 日 ）

◆◆◆保健所別発生状況（インフルエンザ・小児科・眼科・基幹定点）◆◆◆

　

 今週のインフルエンザの報告数は２，６５３件と、先週と比べてやや
減少しましたが、県全体として引き続き警報レベルを超えています。
地域別に見ると、依然として御船、水俣を除く地域が警報を継続中で
あり、今後の推移に引き続き注意が必要です。
季節性インフルエンザには、A/H1N1亜型（平成２１年に流行した
新型インフルエンザと同じもの）、A/H3N2亜型（香港型）、B型の３つの
型があります。これらの３種類のインフルエンザウイルスのうち、流行
するウイルスの型は地域ごとに、また、その年ごとにも異なっています。
県内において、昨年のこの時期はA/H3N2亜型（香港型）が主に流行
しましたが、今シーズンのインフルエンザウイルスの検出状況を見ます
と、A/H3N2亜型に加えて、B型やA/H1N1亜型も検出されています。
インフルエンザにかかっていない方はもちろんのこと、一度インフル
エンザにかかった方でも、別のタイプのインフルエンザウイルスに
かかる可能性がありますので、油断せず、引き続き予防対策をしっかり
行ってください。

県内のインフルエンザは
引き続き警報レベルを

超えています

KKT 医療ナビ！Ｄｒ. テレビたん

◆◆◆年齢別発生状況（インフルエンザ・小児科・眼科・基幹定点）◆◆◆

保健所名 ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ
RSｳｲﾙｽ

感染症

咽頭

結膜熱

A群溶血

性ﾚﾝｻ球

菌咽頭炎

感染性

胃腸炎
水痘 手足口病

伝染性

紅斑

突発性

発しん
百日咳

ﾍﾙﾊﾟﾝ

ｷﾞｰﾅ

流行性

耳下腺炎

急性出血

性結膜炎

流行性角

結膜炎

細菌性

髄膜炎

無菌性

髄膜炎

ﾏｲｺﾌﾟﾗｽﾞﾏ

肺炎

ｸﾗﾐｼﾞｱ

肺炎

感染性

胃腸炎
（ﾛﾀｳｲﾙｽ）

熊本市保健所 56 5 11 62 4 15 1 18 3 2 1

山鹿保健所 1 2 20 1 7 1 * *
菊池保健所 3 12 15 13 51 5 15 8 1 2 3

阿蘇保健所 5 * *
御船保健所 1 8 * *
八代保健所 14 2 1 28 3 4

水俣保健所 3 2 * *
人吉保健所 1 1 32 2 1 * *
有明保健所 1 8 1 55 8 6 5 1

宇城保健所 9 1 7 7 1 1 * *
天草保健所 1 1 16 1 1 2 4

計 4 106 27 33 284 22 32 0 39 0 6 3 0 21 3 2 1 0 0

：菊池
　　　　：山鹿
：山鹿、菊池、有明

①外出後、食事前など手洗いをこまめに行いましょう。少なくとも２０秒間洗うのが効果的です。
②十分な休養とバランスのとれた食事を心がけましょう。
③インフルエンザ流行中は、人混みや繁華街への外出を控えましょう。
④咳エチケット（咳やくしゃみを他の人に向けて発しない、咳やくしゃみが出るときはできるだけマスクをする、
　手のひらで咳やくしゃみを受け止めた時はすぐに手を洗う）を守りましょう。

①具合が悪ければ早めに医療機関を受診しましょう。 
②無理をして学校や職場等に行かないようにし、安静にして休養をとりましょう。 
③水分を十分に補給しましょう。 
④咳などの症状のある時は、周りの方へうつさないために、マスクを着用しましょう。 

～インフルエンザにかからない、うつさない～ 

～インフルエンザにかかってしまったら～ 

今週 前週 今週 前週

　インフルエンザ 2,653 3,102 　百日咳 1 0
　ＲＳウイルス感染症 38 51 　ヘルパンギーナ 7 6
　咽頭結膜熱 47 47 　流行性耳下腺炎

　（おたふくかぜ）
2 3

　Ａ群溶血性レンサ球菌
　咽頭炎

139 96 　急性出血性結膜炎 0 0
　感染性胃腸炎 503 696 　流行性角結膜炎

　（はやり目）
19 10

　水痘 49 40 　細菌性髄膜炎 0 0
　手足口病 60 59 　無菌性髄膜炎 1 1
　伝染性紅斑
　（りんご病）

1 4 　マイコプラズマ肺炎 0 1
　突発性発しん 28 30 　クラミジア肺炎 0 0

　感染性胃腸炎
   （ﾛﾀｳｲﾙｽ）

1 2

熊本市保健所 778 10 3 40 130 8 18 11 2 16 1 1
山鹿保健所 124 1 41 28 5 2 * *
菊池保健所 384 9 34 28 104 7 8 1 4 1 4 1 1
阿蘇保健所 50 1 6 * *
御船保健所 65 8 * *
八代保健所 256 1 2 6 48 3 4 1
水俣保健所 9 7 12 1 * *
人吉保健所 306 8 4 33 4 7 3 * *
有明保健所 227 7 1 3 82 8 1 1 1
宇城保健所 215 2 2 8 39 11 9 4 * *
天草保健所 239 1 4 1 13 3 13 1 1 1 1

計 2,653 38 47 139 503 49 60 1 28 1 7 2 0 19 0 1 0 0 1

インフルエンザ定点 合計
0～5

ヵ月

6～11

ヵ月 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 ６歳 ７歳 ８歳 ９歳 10～１４ １５～１９ ２０～２９ ３０～３９ ４０～４９ ５０～５９６０～６９ ７０～７９
８０歳以

上

インフルエンザ 2653 5 26 96 119 155 138 216 230 220 204 188 539 72 73 159 90 55 33 20 15

小児科定点年齢 合計
0～5

ヵ月

6～11

ヵ月 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 ６歳 ７歳 ８歳 ９歳 10～１４ １５～１９
２０歳以

上

RSウイルス感染症 38 9 12 10 6 1
咽頭結膜熱 47 1 16 7 9 5 2 1 4 2
Ａ群溶血性ﾚﾝｻ球菌咽頭炎 139 1 3 4 12 12 22 12 5 15 5 29 5 14
感染性胃腸炎 503 4 28 47 41 53 63 48 27 33 24 20 66 13 36
水痘 49 2 4 7 14 7 7 4 3 1
手足口病 60 1 2 16 18 12 8 2 1
伝染性紅斑 1 1
突発性発しん 28 2 13 11 2
百日咳 1 1
ヘルパンギーナ 7 5 1 1
流行性耳下腺炎 2 1 1

眼科定点年齢区分 合計
0～5

ヵ月

6～11

ヵ月 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 ６歳 ７歳 ８歳 ９歳 10～１４ １５～１９ ２０～２９ ３０～３９ ４０～４９ ５０～５９６０～６９
７０歳以

上

急性出血性結膜炎 0
流行性角結膜炎 19 1 1 1 3 1 5 4 1 1 1

基幹定点年齢区分 合計 ０歳 １～４ ５～９ １０～１４ １５～１９ ２０～２４ ２５～２９ ３０～３４ ３５～３９ ４０～４４ ４５～４９ ５０～５４ ５５～５９ ６０～６４ ６５～６９７０歳以上

細菌性髄膜炎 0
無菌性髄膜炎 1 1
マイコプラズマ肺炎 0
クラミジア肺炎 0
感染性胃腸炎（ﾛﾀｳｲﾙｽ） 1 1


